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人工物発達学は、2006年春、当時、総合研究大学院生であった安藤昌也君が、長期的ユーザビリティに関す

る研究を進める中、ユーザが利用している道具について民族学や歴史学の観点からその多様性や時問的展開に

関する分析をしたらどうか、と着想を得たことに起点を持つ。残念ながらある事情により彼の研究は進捗を見

ることがなかったが、黒須は指導教員としてその着想の展開を行った。まず研究の視野を人工物全般に拡張し、

そこにユーザエ学からの基準として有効さや効率、満足などの指標を導入し、多様性への展開とそこにおける

選択・非選択という形で概念化を,、す、めてきた。

このアプローチは、ユーザエ学の観点からみたとき、人々が利用している人工物が、どのような基準に関し

て最適といえるのか、ユーザビリティという基準はそのような多様な基準の中でどのような位置づけになるの

かを考えることにつながる。ユーザビリティエ学や人問工学、認知工学などの領域では、有効さや効率などが

人工物設計の目標基準とされており、人間の諸特性に適合した人工物を設計することが適切であると考えられ

ている。しかし、世の中には様々な価値体系やイ言念体系があり、有効さが低くても、あるいは非効率であうて

も、何からの理由で利用されつづけている人工物がある。その理由となっている基準が維持される価値も意味

もないものであれば、基準を仞り替えて有効さや効率を重視するアプローチに釖り替えてもよいだろうしか

し人間の生き方において、有効さや効率という基準が至高のものであるという根拠はない。人工物とその利用

にまつわる人間の生き方を全体として把握し、人工物の適切な発達の形を考えること、これが黒須の考える人

工物発達学である

幸い、人工物発達学は2007年度から総合研究大学院大学の学内助成金である葉山高等研究センタープロジ

エクトのーつとして採択された。この研究は「人工物発達に関する総合的研究」というタイトノレで、センター

プロジェクトの四つの領域の中で「人間と科学」という領域に属している。総合研究大郭完大学の文化科岸靭

究科に所属する地域文化学専攻、比較文化学専攻、国際日本研究専攻、日本歴史研究専攻、そしてメディア社

会文化専攻に所属する教員や学生の皆さんに参加していただき、十数名のプロジェクトチームを編成した。そ

の時点では、人工物発達学という概念はまだ生まれたての状態であったため、黒須がその概念やアプローチに

関して論倫を作成した。それが本報告書の第一部となっている。

初年度の研究の進め方は次のようにした。まず全員の共通テーマを設定した。人工物発達学の基本は、人間

が何かをしたいときに人工物を利用する時点である。したがって「何」をするかによって、人工物の範囲が確

定する。初年度は「伝える」をテーマとした。伝えることに関する様々なメディア、それを利用する場や目的

昊啄リ用者の特性などとの関係を捉えようとするものである。この共通テーマのために、共通の質問紙を作成し、

海外調査のために英語版も作成した。これらに関する報告が本報告書の第二部である。

人工物発達学をきちんと体系づけてゆくためには、様々な観点から人工物の発達について考察することが北、

要であり、それは必ずしも共通テーマについての分析検討を行っていれぱできあがるものではない。その意味

で、これは特に学生諸君の場合に該当するが、自分の研究を人工物発達学の視点から術瞰してみて、そのこと

が自分の研究にとっても、また人工物発達学にとっても、その発展に寄与するような形での活動も行った。こ

の活動に関する報告が本報告書の第三部である。

プロジェクトはオープンであり、脚寺新たにご参加いただける。今後もさらに様々な方が参加されることに

よって学としての広さ弌探さが増すことを期待している。本報告書がそうした発展のためのーつの契機となれ

ば幸いである。

刊行のことぱ

黒須正明
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研究の進め方は、まず文化科学研究科の6専攻の教員・学生(卒業生を含む)からメンバーを募り、チームを

編成したb チームメンバーは表3の通りである。
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黒須正明(くろすまさあ剖

1978年早市言田大学文学研究科(博士課程心理学専修)単位取1尉苗期退学、日立製作所に入社し、中央研卿万で

ソフトゥエアシステムの研究開発に従事。19朋年同社デザイン研究Fフi1こ移る。1996年に静岡大学情報学部情

報科学科教授として走旺し、ユーザエ学の体系化を行う。20仇年文音降斗学省メディア教育開発センター剃受と

して走H壬。現在は、独立行政法人メディア教育開発センター教授、および国立大学1去人絶X合研究大判浣大学教

授、文イヒ邪卜学研究科研究^。ユーザエ学の中でも特に長期的ユーザビリティや人工物ライフサイクルなどに

興味をもち、またその応用としての人工物発達学、サイエンスコミュニケーションの問題などに興味をもって

いる。学会活動として、 APC印98大会委員長、1可PI'C13委員会日本委員、 JIS N159/SC4^IG6主査、
ヒューマンインタフェース学会国際担当理事、1HI'ERAcr2001大会長などを圖丑現在はNP0人間中心設

計推進機構の機構長、テクニカルコミュニケータ協会理事などをっとめている。著訳書に「認知的インタフェ

ース」「ヒューマンインタフェース」「ユーザエ学入門」「1S013407がわかる本」ユーザビリティテスティン

グ」「ペーパープロトタイビング」「ユーザビリティハンドブック」など。

考蕗者紹介

岸上伸啓(きしがみのぶひろ)

早市石田大学第一文学部卒業、早亀舌田大学大学院文学研究手斗修士課稠虜了、マッギル大学人類学部博士課程単位

取1昇i艮学。博士住学)艇研大)。斬各田大学文学割助手、オ器舗首教育大学助教授、国立民族学博物館助剃受な

どをへて、2005年より国立民族学博物E官・総合研究大学院大学教授専門は文化人類学で、カナダ極オU也域や

アラスカにおける矧主民の生業システム、社会変化、海洋資源の利用と管理、開発島慨、都市在住イヌイツト

の生活などを研究してきた。主な単著として『極北の民カナダ・イヌイット』(1998年、ヲム文堂)、『イヌイ

ツト』住005年、中公新書)、『カナダ・イヌイットの食文化と社会変イ幽稔007年、世界思、想ネ幻がある。編

薯書にはln伍号enous use a11d Nla11egementofMO一竹e Re即Urces(SES NO.57,2005, NetiomlMuse血 of

Et1血010gy)や『海洋資源の流通と管理の人類学』伐008年、明石書店)などがある。また、国際的にぢ平価され
た論文として"ANewlyp010部ofFΦd・S1脚辻lghadiC卵血ongH如terGahteNrs,MthespecialF伽US

OnhluitEYompleゞ,J0血捻10fAn伽rop010宮C址Re舶郵h60:341'358(2004September)などがある。

輪眞木子(みわまきこ)

日本女子大学陳洋史専攻)卒業、ピッツバーグ大学図書館情報学修士課程修了、慶應義塾大学文学研究科博

士課程図書館.情報学専攻単位取1割茜期退学、シラキュース大学情報学博士課程修了、株式会社エポックリサ

ーチネ士長を経て、 2001年にメディア教育開発センター剃受に就伍 2002年・2006年には東京工業大学乳ドi国

際情報センター教授を例壬、2006年から総合研究大学院大学文イヒ科学研究矛斗メディア社会文化専攻剃受(2007

年4月から専攻長)、2007年から現在は東京大学教育学研究手斗客員教授を側五高等教育におけるデジタノレ教

材の共有と再利用システムの開発、学習オブジェクトメタデータの国際標準の研究、教育情報の国際流通を支

援する多言語シソーラスの開発、欧米の高等教育におけるe・1ear血g成功要因に関する事伊帰院、情報探索過

程における学習と視線移動に関する実験研究、国際垂携e・1er"ηi"gのための単イ立互換システムの調査研究を行

つてぃる。最近の糊乍としては、「情報検索のスキノレ:未知のル瀬をどう解くか」(中公新書,200田、"S北岫船dness
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i11Users' Eva111auon of111formauon e11d blformation sa'viC田",111e New Review ofltlformetion Behavior

Rese卿h, V01.4,2003. PP念07・224, Naive 0昭010部血r concept ofTinle 飢d space 仏r se卿h aTld Rarl、

blf0血ation Re託alch (an 血也nlau.oml E1此捻otlic J0噂埠1) 1SSN:1368'1623, V01.12, NO.2,2007,

h比P://itlfomlatiot11・.nevir/; 1Yends e11d lssues i111JS Educauon i11A8ia, Jour11al of Education 血r ubray
飢d hlformauonscien船, V11.47, NO.3,167'180 がある。

高橋秀明(たかはしひであ割

1990年筑波大学大学院博士課程心理学研究科単位取1昇退学、日本原子力研究F祈特呂1廟究員、筑波大学助手を経

て、現在、メディア教育開発センター総合研究大学院大学准剃気認知心理学、特に問題角歎に関する研究

に従事。編著書に「メディア心理学入」など。日本D理学会、日本認知科学会などの会具

澤井真代(さわいまよ)

20舵年斬石田大学大与奨浣文学研究科考古学・文化人類学専攻修士課程修了。出版ネ士勤務を経て、現在総合研

究大学院大学(国立歴史民俗博物館)文イヒ邪1学研究矛斗博士課程在学。文イヒ人類学、民俗学を専攻し、寓吾学を学

びながら、玩捌覇島、とくに八重山諸島0)儀ネLと口承伝承について調査研究を続けている。

マリア・ヨトヴァ(ヨトヴァマリア)

2006年ブルガリアのソフィア技術大学院修士課程経済研究科単位取1昇退学。2004~2006年JICAカザンラク

地域活倒ヒプロジ=クトに携わり、通訳・広報の仕事を経て、現在、総合研究大判浣大学(国立民族学博物館)

博士課程文イ鵬学研筑斜大学浣生ヨーグルト食文化に関する経営人類学的研究に従事。

安藤昌也(あんどうまさや)

1974年岐阜県生ま才、早弃る田大学政治経済学部経済学科卒業 NTrデータ通イ言株式会社(現株式エム社NTr

データ)を経て、1998年アライド・ブレインズ株式会社の設立に参カル取締役に就イ丑ユーザビリティ・アク

セシビリティを中心にコンサルティング業務に従事。2005年総合研究大学院大学文イヒ科学研究手斗メディア社会

文化専攻博士後期課程入学。現在、公立大学法人首都大学東京産業技術大学院大学助執 2001~2004年

WebアクセシビリティのJIS規樹乍成委員。 2006年より人問工学の国際規格に関するIS0杠'C159国内対策

委員会委員。著書に「訊lebアクセシビリティJIS規格完全ガイド編経BPキ幻」がある。2006年斬石田大学

非常勤講師(情報ネ士会論)。2007年より国立情報学研究再刊寺任研究具 2008年度ヒューマンインタフェース学

会論文賞受賞。ヒューマンインタフェース学会、usabilityn力企Ssiomb'ASS伽j、ation、人間中心殷計推進機構、

日本人間工学会、応用心理学会の各会具
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